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1. 調査の経緯 

 

1.1  調査の経緯 

 2024 年 4 月 24 日、国土交通省海事局より、舶用エンジンメーカーに対し、舶用エンジ

ン製造事業の環境・安全に関する規則遵守の徹底と適切な業務運営に関する注意喚起があ

りました。これを受け、カナデビア株式会社（2024 年 10 月 1 日より日立造船株式会社か

ら社名変更。以下、社名変更前の期間を含めて「カナデビア」といいます。）の連結子会社

である日立造船マリンエンジン株式会社（2023 年 4 月 1 日付でカナデビアの舶用エンジン

事業を承継しています。以下「HZME」といいます。）及び株式会社アイメックス（以下「IMEX」

といいます。）は、直ちに社内調査を開始したところ、HZME 及び IMEX において燃料消費量

等に関する不適切行為が行われていたことが判明しました。 

 カナデビア、HZME 及び IMEX は、このような事態が生じたことを深刻に受け止め、更な

る社内調査を実施するほか、カナデビアは 2024 年 7 月 17 日付で、取締役会決議によりカ

ナデビアグループから独立した外部有識者で構成される特別調査委員会を設置し、かかる

不適切行為に関し透明性及び実効性を確保した同委員会による調査を開始しました。また、

カナデビア、HZME 及び IMEX は 2024 年 9 月 17 日付で、国土交通省海事局に対して「調査

報告書（第 1 報・中間報告）」（以下「中間報告書」といいます。）を提出しました。 

 本報告書は、中間報告書の提出以降に実施した各種調査で判明した事項を踏まえ、改め

て燃料消費量等に関する不適切行為についての事実関係や具体的な是正処置及び再発防止

に向けた取り組みをカナデビア、HZME 及び IMEX においてまとめたものです。なお、本報

告書作成日時点において、調査対象エンジン（下記 2.2 において定義します。）について、

その試運転及び実際の使用時において、安全性に疑義を生じさせる事案は確認されていま

せん。 

1.2 主な時系列 

4 月 24 日 国土交通省海事局からの注意喚起 

4 月 25 日～ HZME 及び IMEX における社内調査 

6 月 15 日 HZME 及び IMEX における燃料消費量等に関する不適切行為についてカナデ

ビアへ報告 

7 月 5 日 国土交通省海事局に対して燃料消費量等に関する不適切行為が判明した

ことを報告 

適時開示「当社グループにおける舶⽤エンジン事業に関する不適切⾏為に

ついて」を公表 

7 月 17 日 特別調査委員会を設置 

9 月 17 日 国土交通省海事局に対して中間報告書を提出 

12 月 25 日 国土交通省海事局に対して本報告書を提出  




